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主に脳血管
障害など脳神
経外科領域を
診療し、医療
を提供してい
ます。24時間
救急患者に対応し、脊椎脊髄外来や、主にめま
いの診療を行う神経耳鼻科などの充実を図って
います。

「足のしびれ」 札幌宮の沢脳神経外科病院 村上 友宏 医師

―足のしびれの原因にはどのよう
なものがありますか。
　足のしびれの症状は実にさまざま
です。足と床の間に何か一枚あるよ
うな、あるいは靴を履いていても砂
利の上を歩いているような感覚、ま
た、ジンジンやピリピリとしたしびれ
感、足の裏から足指先にかけての痛
み、冷え、火照りを訴える人もいます。
　足にしびれや痛みなどの知覚障

裏全体のしびれや痛みが症状で、
入浴したり布団に入ると痛みが増
強するのが特徴です。また、眠りに
入る時、主にふくらはぎの内側に虫
がはうような不快感を覚え、足を動
かさずにはいられないというむずむ
ず脚症候群があります。不眠の原因
になるためＱＯＬ(生活の質)を著し
く低下させます。

　このほかには、糖尿病による末梢
(まっしょう)神経障害、足の血管に動
脈硬化が起こる閉塞性動脈硬化症
の可能性も考えられます。　頸椎
(けいつい)で神経の圧迫がある場
合にも足のしびれや感覚が鈍くなる
といった症状が出ることがあり注意
が必要です。

―足のしびれの検査、診断につい
て教えてください。
　しびれは神経がどこかで圧迫さ
れていたり、神経自体が傷ついたり、
血液の流れが滞っていたりするとき
などに起こります。脳や頸椎、腰椎
の神経の検査には、エックス線やコ

ンピューター断層撮影（ＣＴ）、磁気
共鳴画像装置（ＭＲＩ）が有用です
が、足根管症候群などでは画像検
査で異常がないことも多く、神経の
伝達速度を調べる神経伝導検査を
行うこともあります。また、ＣＡＶＩと
いう血管の動脈硬化検査で血液の
流れを確認することもありますし、
糖尿病の診断には採血が必要です。
　足のしびれの原因を突き止め、治
療を正しく進めるためには、これら
の検査も大切ですが、医師による診
察の神経所見が決め手となります。
いつから、どの場所にどんな症状が
あるのかを医師にしっかり伝えて的
確な診断をしてもらいましょう。

害が出る病気はいくつか考えられま
す。例えば、背骨には脊柱管と呼ば
れる神経の通路があります。腰の
脊柱管が何らかの原因で狭くなっ
たものが腰部脊柱管狭窄（きょうさ
く）症で、神経が圧迫されて足のし
びれや冷えが起きます。足根（そく
こん）管症候群は、内くるぶしとか
かとの間にある足根管という狭いト
ンネルで、神経が圧迫されることで
起きる病気です。かかとを除く足の
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